
１． まえがき 

 立ち居振る舞いは，日常生活における人の動作であり，

人が美しいと感じるものが好ましいとされている．立礼は

立ち居振る舞いの一つであり，直立状態から上体を屈曲さ

せて行う挨拶である．ここでは，立礼動作の要素のうち，

直立状態から上体を倒す動作を屈曲動作，上体を倒した状

態で静止する動作を停止動作，上体を倒した状態から直立

状態に戻る動作を伸長動作と呼ぶ．各動作にかかる時間（挙

動時間と呼ぶ）において，熟練者と未熟練者の差に関する

研究はあるが，好ましいものを定量的に明らかにしようと

する研究はない[1][2]．本論文では，最も好ましい挙動時間（最

適挙動時間と呼ぶ）を求めるシステムを作成し，その検証

を行った． 

 

２． 好み判定法 

 本システムには，複数の動作の中から，最も好ましいと

感じる動作を判定する手法（好み判定法と呼ぶ）が必要で

ある． 

 動作の好みのように，感性に関わる感覚はあいまいな部

分が多く，多くの動作の中から最も好ましいと感じる動作

を判断することは困難である．一方，２つの動作を見て，

どちらが好ましいかを比較判断することは，前者に比べて

容易である．そこで，この人の性質を生かした判定手法を

提案する． 

 挙動時間の値を変化させた動作（「刺激」と呼ぶ）が７種

あり，値が小さな順から，刺激１，刺激２，刺激３，刺激

４，刺激５，刺激６，刺激７と呼ぶ．本論文で提案する好

み判定法の手順を，（１）から（６）に示す． 

 

（１）刺激２と刺激６を比較し，好みの刺激を選択する． 

（２）好みの刺激を残し，刺激対の中点を新たな比較対象とする． 

（３）刺激対の比較を行い，好みの刺激を選択する． 

（４）刺激対が隣接するまで，（２）と（３）を繰り返し，最適な

刺激を決定する． 

（５）最適な刺激が刺激２に決定した場合，刺激１を新たな比較

対象とし，刺激６に決定した場合，刺激７を新たな比較対象とす

る． 

（６）刺激対の比較を行い，好みの刺激を選択し，最適な刺激を

決定する． 

 

３． システムで扱う立礼 

３．１ 立礼の要素 

 立礼の動作を細かい要素に分けた場合，頭の位置，手の

位置，背筋の形，屈曲角度，挙動時間の５要素が挙げられ

る．礼儀作法に関連する文献を分析した結果，挙動時間に

関する記述が定まっておらず，定量的な指示がなかったた

め，本論文では，立礼の挙動動作に着目することとした． 

 

３．２ 挙動時間の設定 

 屈曲動作，停止動作，伸長動作の各動作の挙動時間は，

0.5，1.0，1.5，2.0，2.5，3.0，3.5秒とした．したがって，

本システムでは，343 種類の立礼動作を表現できる．本論

文では，２で述べた刺激１から刺激７までの７つの刺激に

対して，0.5秒から 3.5秒の挙動時間を当てはめ，システム

の構築を行った． 

 

３．３ ＣＧアニメーションによる再現 

 本論文では，ＣＧアニメーションによる立礼動作の再現

を行った．作成する際は，人が実際に立礼を行う場面を想

定して，それと同様になるよう考慮した．  

 動作を再現する際は，挙動時間の値のみを変化させた．

その他の要素に関しては，全て同じ内容とした． 

 

４． システム構成 

 本システムは，インターネット上で利用できるように考

慮し，HTML言語と JavaScript言語を用いて作成した．シス

テムの表示例を，図１に示す． 

 本システムでは，屈曲動作，停止動作，伸長動作の順 

で、続けて判定を行う．屈曲動作の最適挙動時間を決定し，

次の停止動作の判定を行うなら，屈曲動作の最適挙動時間

を反映した状態で行う．停止動作の最適挙動時間を決定し，

次の伸長動作の判定を行う場合も，同様である．ただし，

定まっていない動作の挙動時間に関しては，2.0秒を設定す

る． 
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図１ システムの表示例 

 

５ システムの検証 

５．１ 検証環境 

 本システムの有効性を確認するため，システムが判定し

た最適挙動時間により作成した立礼動作を被験者に示し，

評価を行ってもらった． 

 被験者は，20歳前後の男性８人，20歳代後半の男性１人，

40歳代前半の男性１人，20歳前後の女性 20人の計 30人で

ある． 

 

５．２ アンケート 

 アンケート項目を表１に示す． 

 

表１ アンケート項目 

項目番号 内容 

１ 赤で書かれた数字を空欄に記入して下さい． 

２ 再生したお辞儀を見てどう思うか，次の４段階で

評価し，空欄に該当番号を記入して下さい． 

４.良い  ３.やや良い  ２.やや悪い  １.悪い 

３ 気づいた点やご感想など，ご自由にお書き下さい． 

 

５．３ アンケート結果と考察 

 項目１で得た最適挙動時間の平均値を，図２に示す． (a)

は全被験者，(b)は男性被験者，(c)は女性被験者の結果で

ある．(a)，(b)，(c)全てにおいて，３動作における平均値

は，屈曲動作が最も短く，伸長動作が最も長い傾向が見ら

れ，各動作の平均値は 1.5 秒前後であった．したがって，

各動作の最適挙動時間の平均値において，男女による差は

ほとんど見られないことが判明した． 
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    (c)女性被験者 

図２ 各動作の挙動時間の平均値 

 

 項目２の結果を図３に示す．30名全ての被験者が，良い，

もしくはやや良いと回答しており，本システムが判定した

最適挙動時間は，被験者にとって好ましいと感じられるこ

とが証明された． 
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図３ 項目２のアンケート結果 

 

６． あとがき 

 本論文では，立礼の最適挙動時間を判定するシステムに

ついて述べた．30 名によるアンケート結果から，本システ

ム有効性が証明された．また，判定結果の分析により，若

年層において，好まれる挙動時間の傾向を明らかにできた．

これらの傾向には，男女による差がほとんど見られないこ

とが判明した．今回の研究では，若年層におけるシステム

の検証を行ったが，幅広い年齢層におけるシステムの検証

は，今後の課題としたい． 
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